
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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出雲の国に暮らす足名椎（あしなづち）・手名椎（てなづち）老夫婦には八人の娘がいました。しかし年毎に一人またひとりと大蛇
に飲み取られ、七人まで娘を失いました。そしていよいよ八人目の姫が飲み取られる季節となり、老夫婦と八人目の姫・奇稲田姫
（くしいなだひめ）は嘆き悲しんでいました。そこへ高天原（たかまがはら）から舞い降りた須佐乃男命（すさのおのみこと）が通り
かかり、その訳を聞きます。
　尊は、大蛇退治を決め、老夫婦に八塩折（やしおり）の毒酒を造らせ酒を入れた樽の後に姫を立たせます。やがて、どこからとも
なく大蛇が現れ、毒酒に映った姫の影を飲み干していきます。酔いの回るほどに暴れ狂い、しだいに酔い伏してしまいます。これ
を待ち構えていた尊は、壮絶な戦いの末、大蛇を退治します。
　大蛇の腹を切り裂くと、一本の刀が出てきます。これを天叢雲剣（あめのむらくものつるぎ）と名づけ、天照大神（あまてらすおお
みかみ）に捧げます。そしてめでたく奇稲田姫を妻とし、平和で豊かな出雲の里で暮らしていくという物語です。

第二幕『八岐大蛇』（やまたのおろち）

※演目が変更になっております。
　あらかじめご了承ください。
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　那智の山伏、阿闍梨・祐慶（あじゃりゆうけい）という山伏と剛力（ごうりき）は修行の途中、安達ヶ原（あだちがはら）を通りかか
りますが、日は暮れ宿を求めると、難題をふっかけられ、野宿をする事になります。その夜、現れた美女に起こされ、その女に説法
するが、実は金毛九尾の狐の化身でした。
　この原の様子を里人に尋ね、悪狐の棲む原と聞かされ、逃れようとするところを悪狐に襲われ、剛力は喰われ、自らは辛うじて逃
げます。
　やがて悪狐征伐の勅命を受けた三浦之介、上総之介が安達ヶ原を捜査し、正体を見破られた悪狐は大格闘を展開するも、つい
に退治されてしまうという物語です。

第一幕『山伏』（やまぶし）

茂田神楽団プロフィール ～三次市君田町～
　三次市君田町（旧君田村）茂田地区では、おそよ180年以前、出雲石見地方より神楽を習い伝承してきました。茂田地区では
古くから砂鉄採取が盛んに行われ、砂鉄労働者の安全祈願と農家の五穀豊穣を願い奉納されてきました。昭和48年頃には
戸数も減り、後継者不足のため、神楽存続が出来なくなり、村内一円で団員を募り「君田村茂田神楽団」と団名を改め、存続
して参りました。その後三次市との合併により、「茂田神楽団」として団員一同心を新たにがんばっております。
　また、一昨年、県知事より広島県地域文化功労者賞の受賞にあずかり、心より名誉に思っております。これからも地域文化
発展のため、がんばって参りたいと思っておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。

もだかぐらだん


